
料金改定に伴う平成28年12月検針分のガス料金について

※新単位料金及び旧単位料金は平成28年12月分の新旧原料費調整制度に基づいて算出しております。

※基本料金は変更ありません。

料金算定の方法

12月分ガス料金（供給約款）の計算例

1ヶ月のご使用量が３２㎥で、検針日数が31日の場合（旧料金の使用量が15日、新料金の使用日数が16日として）

この場合は、使用量が３２㎥であるため料金表Bが適用されます。

今回の料金改定は基本料金に変更がないため、計算は次のとおりとなります。

（１）使用量の按分

　　　　　旧料金の使用量　：　３２㎥×１５日÷３１日＝１５㎥　（少数点以下の端数切り捨て）

　　　　　新料金の使用量　：　３２㎥－１５㎥＝１７㎥

（２）当月分ガス料金：基本料金＋（旧単位料金×旧使用量＋新単位料金×新使用量）[少数点以下の端数切り捨て]

　　　　　　　　　　　　　：　1,305円＋（　133.13円 × 15㎥　　 ＋ 132.77円　 ×17㎥）＝５，５５９円(税込）

原料価格の変動(旧供給約款）

平成28年7月～平成28年9月の

　　　　　　　　　平均原料価格　（ｂ）

　ＬＮＧ価格 35,540 円/ｔ

　ＬＰＧ価格 35,960 円/ｔ

円/ｔ▲15,400差　　額　（ｂ－ａ）

基準平均原料価格　（ａ）

平成28年12月1日

円/ｔ

円/ｔ

41,190

25,790

　平成28年12月1日に料金改定を実施いたします。12月分のご使用量には平成28年11月検針日の翌日か
ら11月30日までの旧料金が適用となるご使用量と、12月1日（料金改定日）から12月検針日までの新料金
が適用となるご使用量が含まれます。このため新旧各料金の使用日数に応じてご使用量を按分し、新旧そ
れぞれの料金を算出のうえ、合計した額を平成28年12月分のガス料金といたします。

基本料金＋旧料金の従量料金＋新料金の従量料金

供給約款料金表

基本料金

（円/月） 新単位料金 新基準単位料金 旧単位料金 旧基準単位料金

料金表Ａ 0㎥から20㎥まで 799 158.10 157.09 158.46 171.77

料金表Ｂ 20㎥をこえ50㎥まで 1,305 132.77 131.76 133.13 146.44

料金表Ｃ 50㎥をこえ200㎥まで 1,602 126.83 125.82 127.19 140.50

料金表Ｄ 200㎥をこえ450㎥まで 3,155 119.07 118.06 119.43 132.74

料金表Ｅ 450㎥をこえ750㎥まで 5,303 114.29 113.28 114.65 127.96

料金表Ｆ 750㎥をこえるもの 10,649 107.17 106.16 107.53 120.84

1か月のご使用量
単位料金　　(円/㎥）

（消費税込）



[　参　　考　]

原料費調整制度の概要

・ 為替レートや原油価格の変動等による原料価格の変動に応じて、毎月ガス料金の単位料金（ガス１㎥当たりの単

価）を調整する制度です。

・ 基準平均原料価格（41,190円/ｔ）と「平均原料価格（料金適用月の5か月前から3か月前の3か月平均におけるＬ

ＮＧ、ＬＰＧの輸入価格より算定）」との差額に基づいて、原料価格の変動100円につき、ガス1㎥当たり0.0864円

（0.080円に1.08（消費税）を乗じた値）単位料金を調整いたします。

・ 原料価格の変動については、ＬＮＧ、ＬＰＧとも貿易統計実績によります。 

・ 料金の大幅な上昇を避けるため、「平均原料価格」が65,900円（上限値）を超えた場合には、「平均原料価格」は

65,900円としてガス料金の調整を行います。

単位料金調整額の算定方法

・ 平均原料価格の算定

ＬＮＧ平均価格　　　　（貿易統計ベース） 35,540 円/ｔ　　　× 0.6745

＋ ＬＰＧ平均価格　　　　（貿易統計ベース） 35,960 円/ｔ　　　× 0.0505

25,787.710 円

↓ （10円未満四捨五入）

25,790 円/ｔ

・ 原料価格変動額の算定（基準平均原料価格　41,190円/ｔからの変動額）

25,790 円/ｔ　　－　　41,190 円/ｔ　　＝ -15,400 円/ｔ

↓ （100円未満切り捨て）

-15,400 円/ｔ

・ 単位料金調整額（1㎥当たり調整額）の算定

単位料金調整額　＝　-15,400 円/ｔ　÷　100 円　×　0.0864　＝ -13.3056 円

↓ （小数点第3位以下切り上げ）

-13.31 円

原料価格の変動(新供給約款）

平成２８年７月～平成２８年９月の
　　　　　　　　　平均原料価格　（ｂ）

　ＬＮＧ価格 35,540 円/ｔ
　ＬＰＧ価格 35,960 円/ｔ

[　参　　考　]
原料費調整制度の概要
・ 為替レートや原油価格の変動等による原料価格の変動に応じて、毎月ガス料金の単位料金（ガス１㎥当たりの単

価）を調整する制度です。
・ 基準平均原料価格（34,700円/ｔ）と「平均原料価格（料金適用月の5か月前から3か月前の3か月平均におけるＬ

ＮＧ、ＬＰＧの輸入価格より算定）」との差額に基づいて、原料価格の変動100円につき、ガス1㎥当たり0.08424円
（0.078円に1.08（消費税）を乗じた値）単位料金を調整いたします。

・ 原料価格の変動については、ＬＮＧ、ＬＰＧとも貿易統計実績によります。 
・ 料金の大幅な上昇を避けるため、「平均原料価格」が55,520円（上限値）を超えた場合には、「平均原料価格」は

55,520円としてガス料金の調整を行います。

差　　額　（ｂ－ａ） 1,200 円/ｔ

基準平均原料価格　（ａ） 34,700 円/ｔ

35,990 円/ｔ



単位料金調整額の算定方法

・ 平均原料価格の算定
ＬＮＧ平均価格　　　　（貿易統計ベース） 35,540 円/ｔ　　　× 0.9608

＋ ＬＰＧ平均価格　　　　（貿易統計ベース） 35,960 円/ｔ　　　× 0.0513
35,991.580 円

↓ （10円未満四捨五入）
35,990 円/ｔ

・ 原料価格変動額の算定（基準平均原料価格　34,700円/ｔからの変動額）

35,990 円/ｔ　　－　　34,700 円/ｔ　　＝ 1,290 円/ｔ
↓ （100円未満切り捨て）

1,200 円/ｔ

・ 単位料金調整額（1㎥当たり調整額）の算定

単位料金調整額　＝　1,200 円/ｔ　÷　100 円　×　0.0８４２４　＝ 1.01088 円
↓ （小数点第3位以下切り捨て）

1.01 円


